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A－I28ケー秀調製和牛I: みけるトりオレイン巴俸質。タン/ヽぐク質ぶリ＠生戌脂蜀

　　　　0蔵東　第i瑕　トリオレインの精製法の検討
　　　　実践女人各政　O大野禎子

　目的　ケーキ類を調堰する場合のモデ|レ系配合脂笥としマトリオレインを選び. 糖齢，

タレ/＼°ワ笥添加の影響を研見する↑■:<r),まず希販トリオレインの嫡製志を検封レた。

　オ貳　痛製去廻し,2 ，1)了ｔトし/銘画法，2)シリカゲ1レ薄層ワロマト■A, ≪マブネンア

ーシリカゲ＼レ17ラムクロマト迪につぃ2験μしれ.

　結果　了七トレ結晶まは多量の試料を処理?¨きる簡便法ごある（結晶部とil 溶部と勿

分封成分r明確(分画さ'れり‘い。ﾐﾉﾘｶｱ゛Iﾚ薄層法は分離が明確ご｀$りゐび. 試料^ h&理量

(-.明題がある.カラムフロマトまはヘキサン：£一子|レ( '＼i>：4)混液じよゐ溶出部に明

疼に分もされ　処理曇φ査量e"あゐ。

A－I29 パセリ族合タン。･ク質。湊難t そ。性筝について

　　　　青葉営園短夭　俗物巣養　o告旧美墟１　落合潔手

　　　　* %農大　　　栗養　　　　申村ヵヽISる

　目的　一般に緑色野菜中K舎肩ご戦マいろ紫,機質I* 力Iレシツムがシュウ酸力，レシツA -5

繁で嘉たし・い%. よう，c肩機政体と柿かレマい・遍合グ多い。　八七') ?a.rs!Lゲにつぃマは

無機貰としマ吻1レ-> ツA をはじめ，ナト') ウム，マデメシヽｸみ，ソソ, 数等を含有し-? い

るこi が饒に研を? 少トてぃゐガ，こぷi7 ．中で奏属とレマ・り鉄々どenような峠合状能ア存

狂しマいゐヵヽに-7 ＼.'て・珊呪)よ殆んど急表さ洪マいない。　-/f 考ら)よ教がツンパク質と柘

会ヽしT<いか申7,金ヽ属タンパク誦・型ダ存在レ-r い乃^ではなit ろうガと浦之，パぞリカヽら

複合タンパク質^分離レ麗の性すにっいマニ，エの知E 奄得霖のマ報告すふ。

　方ま　喫験材料とし-r はや販・パ-ir リを使用し% 。ハ’七ワ≪≦∂。／n')ン酸練對涙戸戸

ｸ.び* ffi゙ てHo゛ov゛-nizeレ・IT' -ぜ-t" 伊通, 尹東右0 'し, 2,000 ツ　で/0分間連心レ, 沈澱

と±うわ（分敵，X.清巻λ/V 昨姓唯用いてだり巻夕｡ぷに調整にざらli 0 'C，X卯心・リでまじ

, 謬ら沁代兆澱をぶ柚海吻侑加riix£゛ °, 6 A'塩雑ダ加水分解騰・アV* ノ締分析を行な゛友

゜　他キで13: ?柚r+吻ぬWiaH 恚蝶性T ぞ>ンで拍出, その趙iii 僥にっいブ鉄一姑合状他を

観察レ拉。

　屈果　パ,ぞリ雅俗タソハリ噴の僑減アぐノ雌,5 , 豪としてマスげうギン酸，ｸ･いレタタン

繍であり，'a. Aシン，アラユンカり>n. （フヅいマいた。　脆性7 セヽン抽出涙は昨披醵性

ベンジジンマIレコーIレ飽知落涙。反応，c対レ・鴇性を唇しre。　ﾌ唯々・り楠草々ら八七')に

含ま>n-tいろ鉄は-7.' aトポ，レフ')ンと痛合しマB戈のへA をや成I- , 回-M がタンパク賃と

緒をし扨ヘムタンハ･ク肇の状憩で存狂レベい% ことが実験的|て明らかになっに。




